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三
江
線
の
あ
ゆ
み

１
８
７
２
年

　
　
　
（
明
治
５
年
）
日
本
初
の
鉄
道
路
線
、
新
橋
ー
横
浜
間
が
開
通

１
９
１
２
年

　
　
　
（
明
治
45
年
）
「
陰
陽
連
絡
広
江
鉄
道
速
成
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」

が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
る

１
９
１
９
年

　
　
　
（
大
正
８
年
）
三
江
線
速
成
期
成
同
盟
会
結
成

１
９
２
６
年

　
　
　
（
大
正
15
年
）
江
津
か
ら
三
江
線
着
工

１
９
５
５
年

　
　
　
（
昭
和
30
年
）
三
江
南
線
、
三
次
・
式
敷
間
開
業

１
９
５
６
年

　
　
　
（
昭
和
31
年
）
ダ
ム
建
設
案
浮
上
の
た
め
、
工
事
を
中
断

１
９
５
８
年

　
　
　
（
昭
和
33
年
）
運
輸
大
臣
が
現
地
視
察
し
、
口
羽
公
民
館
で
行

わ
れ
た
全
通
促
進
県
民
大
会
に
出
席

１
９
５
９
年

　
　
　
（
昭
和
34
年
）
10
月
に
電
源
開
発
会
社
が
ダ
ム
建
設
中
止
を
発
表

12
月
に
ダ
ム
建
設
の
取
り
や
め
と
三
江
線
建
設

を
閣
議
決
定

１
９
６
０
年

　
　
　
（
昭
和
35
年
）
式
敷
、
口
羽
間
工
事
再
開

さ
よ
う
な
ら
、
三
江
線

　
昭
和
38
年
６
月
30
日
、
口
羽
は
三
江
南
線

式
敷
―
口
羽
間
の
開
業
に
沸
き
ま
し
た
。
沿

線
に
は
多
く
の
住
民
が
歓
迎
に
詰
め
か
け
、

や
っ
て
来
た
車
両
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
三
江
線
建
設
は
長
年
の
住
民
の
悲

願
で
あ
り
、
鉄
道
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
発
展

へ
の
希
望
の
象
徴
だ
っ
た
の
で
す
。

　
三
江
線
の
建
設
は
決
し
て
順
調
に
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争
に
よ
る
工
事
中
断

を
経
た
昭
和
31
年
、
電
源
開
発
会
社
が
ダ
ム

建
設
案
を
発
表
し
た
た
め
再
び
工
事
が
中
断

し
ま
し
た
。
こ
の
建
設
案
は
現
在
の
美
郷
町

や
羽
須
美
地
域
を
広
く
水
没
さ
せ
る
大
規
模

な
も
の
で
、
三
江
線
建
設
派
と
ダ
ム
建
設
派

に
分
か
れ
て
大
き
な
議
論
を
呼
び
ま
し
た
。

江
の
川
鉄
道
応
援
団
の
日
高
弘
之
団
長
は

「
こ
の
時
の
住
民
運
動
の
熱
気
は
強
烈
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
。」と
振
り
返
り
ま
す
。
結

果
と
し
て
ダ
ム
建
設
は
中
止
と
な
り
、
三
江

線
の
建
設
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

紆
余
曲
折
の
鉄
道
建
設

希
望
を
背
負
っ
て
走
っ
た
鉄
道
の
歴
史
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１
９
６
３
年

　
　
　
（
昭
和
38
年
）
三
江
南
線
、
式
敷
ー
口
羽
間
開
業

１
９
７
２
年

　
　
　
（
昭
和
47
年
）
豪
雨
災
害
に
よ
り
三
江
線
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
る

１
９
７
５
年

　
　
　
（
昭
和
50
年
）
浜
原
ー
口
羽
間
の
開
通
に
よ
り
全
通
と
な
る

三
次
ー
江
津
間
の
名
称
を「
三
江
線
」と
す
る

１
９
８
０
年

　
　
　
（
昭
和
55
年
）

国
鉄
再
建
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
赤
字
路

線
の
廃
止
・
輸
送
方
法
の
転
換
を
指
示

三
江
線
は
鉄
道
に
代
わ
る
道
路
が
未
整
備
で
あ

る
な
ど
の
点
か
ら
、
廃
止
を
免
れ
る

１
９
８
７
年

　
　
　
（
昭
和
62
年
）
国
鉄
の
分
割
民
営
化
に
伴
い
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社（
Ｊ
Ｒ
）誕
生

１
９
８
９
年

　
　
　
（
平
成
元
年
）
一
部
の
列
車
で
ワ
ン
マ
ン
運
転
開
始

１
９
９
９
年

　
　
　
（
平
成
11
年
）
川
平
・
川
戸
・
因
原
・
石
見
簗
瀬
駅
の
行
き
違

い
設
備
撤
去

２
０
０
６
年

　
　
　
（
平
成
18
年
）
豪
雨
災
害
で
全
線
運
休

12
月
に
浜
原
ー
三
次
間
で
運
転
再
開

２
０
０
７
年

　
　
　
（
平
成
19
年
）
浜
原
ー
江
津
間
で
運
転
再
開

全
線
復
旧

２
０
１
２
年

　
　
　
（
平
成
24
年
）
バ
ス
に
よ
る
増
便
社
会
実
験

２
０
１
３
年

　
　
　
（
平
成
25
年
）
豪
雨
災
害
で
全
線
運
休

９
月
に
浜
原
ー
三
次
間
で
運
転
再
開

２
０
１
４
年

　
　
　
（
平
成
26
年
）
浜
原
ー
江
津
間
で
運
転
再
開

全
線
復
旧

２
０
１
６
年

　
　
　
（
平
成
28
年
）
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
三
江
線
廃
止
届
を
国
土
交
通
大

臣
へ
提
出

２
０
１
８
年

　
　
　
（
平
成
30
年
）
三
江
線
廃
止
予
定

　

昭
和
50
年
８
月
31
日
、
浜
原
―
口
羽
間
の

開
業
に
よ
っ
て
三
江
線
は
つ
い
に
全
通
し
ま

し
た
。
長
き
に
わ
た
る
沿
線
住
民
の
悲
願
が

達
成
さ
れ
た
の
で
す
。
開
通
記
念
列
車
は
各

駅
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
な
か
な
か
進
ま

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
鉄
道
が
通
れ
ば
沿

線
は
も
っ
と
元
気
に
な
る
と
、
多
く
の
人
が

希
望
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
頃
、
既
に
人
々
の
移
動
手
段

は
車
へ
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
過
疎
化

も
進
み
、
沿
線
地
域
の
人
口
や
利
用
者
は

年
々
減
少
を
続
け
ま
し
た
。
昭
和
55
年
に
は

国
鉄
再
建
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
三
江

線
は
開
通
か
ら
数
年
で
廃
止
や
輸
送
方
法
転

換
の
議
論
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

地
域
全
体
が
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
夏
の
日
か

ら
ち
ょ
う
ど
40
年
が
過
ぎ
た
平
成
27
年
秋
、

Ｊ
Ｒ
は
三
江
線
の
バ
ス
転
換
を
自
治
体
に
提

案
し
ま
し
た
。
１
年
後
の
平
成
28
年
に
は
正

式
に
廃
止
を
表
明
。
沿
線
住
民
の
熱
い
期
待

と
希
望
を
背
負
っ
て
走
り
始
め
た
三
江
線
は

平
成
30
年
３
月
31
日
に
最
後
の
列
車
が
運
行

し
、
４
月
１
日
に
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

廃
止
決
定
後
は
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人

が
三
江
線
に
乗
ろ
う
と
詰
め
か
け
て
い
ま

す
。
い
つ
も
そ
ば
に
あ
っ
た
も
の
の
本
当
の

価
値
に
気
づ
く
の
は
、
そ
れ
が
無
く
な
る
時

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
三
江
線
の
ラ
ス
ト

ラ
ン
が
目
前
に
近
づ
い
た
今
、
改
め
て「
ふ

る
さ
と
を
走
る
鉄
道
」に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

感
動
の
全
線
開
通

役
目
を
終
え
る
三
江
線

昭和 38年６月 30日　式敷ー口羽間開業日に多くの住民が歓迎に訪れた口羽駅（撮影：三上茂）
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峡
を
挟
む
左
右
の
山
を
突
き
抜
け
て
巨

大
な
建
造
物
と
し
て
佇
ん
で
い
る
宇
都
井

駅
を
見
上
げ
な
が
ら
、
今
か
ら
四
十
二
年

余
り
前
に
開
業
し
た
浜
原
―
口
羽
間
に
記

念
列
車
の
車
掌
と
し
て
乗
務
さ
せ
て
も

ら
っ
た
日
を
思
い
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
日
は
、
ホ
ー
ム
に
入
り
き
れ
な
い

ほ
ど
の
地
元
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
旗

を
振
り
、
着
物
姿
の
娘
さ
ん
が
花
束
を

持
っ
て
迎
え
て
く
れ
た
。
誰
も
が
こ
の
新

線
開
業
に
よ
り
人
の
往
来
が
活
発
に
な
り

地
域
が
勢
い
づ
く
と
信
じ
て
い
た
と
思

う
。
し
か
し
、
す
で
に
こ
の
地
域
の
交
通

は
自
動
車
の
時
代
に
移
り
つ
つ
あ
り
、
列

車
を
選
択
す
る
の
は
一
部
の
年
代
の
人
に

限
ら
れ
て
き
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
乗
降

客
の
減
少
に
合
わ
せ
、列
車
本
数
は
減
り
、

車
両
は
一
両
に
な
り
、
そ
し
て
車
掌
を
廃

止
し
て
ワ
ン
マ
ン
運
転
と
な
り
、
つ
い
に

は
廃
止
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

　

レ
ー
ル
が
そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
は
、

こ
の
線
路
が
全
国
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
心
の
支
え
で
も
あ
っ
た
。
間
も
な
く
使

命
を
終
え
る
こ
の
線
路
は
四
月
以
降
す
べ

て
の
地
図
か
ら
消
え
て
し
ま
い
、
江
の
川

だ
け
が
残
る
。
三
江
線
に
関
心
を
持
っ
て

寄
り
添
っ
て
い
か
な
か
っ
た
地
元
に
住
む

私
た
ち
の
問
題
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

列
車
の
走
ら
な
く
な
る
三
江
線
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
声
を
か
け
労
い
た
い
。

廃
線
は
落
ち
こ
ぼ
れ
な
の
か
消
え
て
ゆ
く    

　
　
　
　
三
江
線
の
線
路
が
軋
む
　
桐
倖

消
え
て
ゆ
く
三
江
線
に
想
う

元
Ｊ
Ｒ
社
員　

松
島
道
幸（
宇
都
井
地
区
）

三江線全通の記念列車に乗務し、歓迎を受け
る松島さん（写真左）　写真提供：松島道幸

三
江
線
が
運
ん
で
く
れ
た
も
の

三
上
瑞
恵（
口
羽
地
区
）

　

三
江
線･･･

改
め
て
考
え
て
み
る
と
、

走
っ
て
い
る
の
が
当
然
と
思
っ
て
い
た
事

に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
、
子
ど
も
だ
け
で
三
江
線
へ

乗
り
、
親
は
対
岸
を
車
で
、
三
次
ま
で
行

き
ま
し
た
。
車
の
親
へ
大
喜
び
で
手
を
振

り
、
母
は
良
く
見
え
る
よ
う
に
軍
手
を
し

て
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
親
と
な
っ

た
今
、
子
ど
も
を
三
江
線
に
乗
せ
、
私
は

車
で
対
岸
を
。
母
が
し
て
く
れ
て
い
た
よ

う
に
必
死
に
子
ど
も
へ
手
を
振
っ
て
い
ま

し
た
。
駅
で
見
送
っ
た
時
の
心
配
、
駅
で

子
ど
も
を
迎
え
た
時
の
安
心
。
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

高
校
は
川
本
高
校
（
現
・
島
根
中
央
高

校
）
に
入
り
、
寮
生
で
し
た
。
月
一
度
の

閉
寮
時
の
帰
省
に
は
い
つ
も
三
江
線
に

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
家
へ
帰
る
時
の
嬉
し

く
穏
や
か
な
気
持
ち
、
寮
へ
向
か
う
時
の

な
ん
だ
か
寂
し
い
気
持
ち
。
三
江
線
を
見

る
と
今
で
も
そ
ん
な
気
持
ち
が
蘇
り
ま

す
。
そ
の
頃
、
陸
橋
か
ら
見
え
る
川
の
風

景
が
大
好
き
で
し
た
。

　

三
江
線
は
移
動
す
る
た
め
だ
け
の
も
の

で
な
く
、
心
を
動
か
し
、
様
々
な
感
情
を

生
み
、
運
ん
で
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
気
持
ち
を
与
え
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

三
江
線

　
廃
線
に
寄
せ
て

　
三
江
線
は
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
多
く

の
人
々
の
日
常
に
寄
り
添
い
、
思
い
出
を

残
し
て
き
ま
し
た
。
三
江
線
に
乗
務
し
た

人
、
利
用
し
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
言
葉
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わんぱく列車で羽須美にやってきた、
たくさんの子どもたち　撮影：三上茂

わ
ん
ぱ
く
列
車
は
、
昭
和
55
年
か
ら
始

め
ら
れ
た
広
島
―
口
羽
間
の
夏
季
臨
時

列
車
で
す
。
小
学
生
を
対
象
と
し
、
夏

休
み
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
羽
須
美

に
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
乗
車
は
抽
選
に

な
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
し
た
。
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◆
三
江
線
の
思
い
出

　

式
敷
―
口
羽
間
が
開
業
し
て
か
ら
、
三

次
方
面
へ
出
る
と
き
は
ほ
と
ん
ど
三
江
線

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
他
に
交

通
手
段
が
な
く
、
ダ
イ
ヤ
も
今
よ
り
多
く

て
便
利
で
し
た
。
江
津
ま
で
開
通
し
た
後

は
、
仕
事
で
松
江
ま
で
行
く
の
に
三
江
線

を
利
用
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
は
三
江
線
に
乗
っ

て
三
次
の
病
院
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

と
て
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
鉄
道
に
よ
せ
ら
れ
た
期
待

　

昭
和
38
年
の
式
敷
―
口
羽
間
開
業
時
は

羽
須
美
村
役
場
で
働
い
て
お
り
、
記
録
係

と
し
て
試
運
転
に
乗
車
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
当
時

鉄
道
は
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
地
域
の

希
望
で
し
た
。
38
豪
雪
を
契
機
に
急
激
に

過
疎
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
鉄
道
へ
の

期
待
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

◆
三
江
線
を
撮
り
つ
づ
け
て

　

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
り
始
め
た
の
は
昭

和
34
年
頃
で
し
た
。
今
の
よ
う
に
何
枚
も

写
真
が
と
れ
る
フ
ィ
ル
ム
と
違
い
、
当
時

は
１
枚
と
っ
た
ら
終
わ
り
。
し
か
も
そ
れ

が
２
０
０
円
ほ
ど
す
る
ん
で
す
。
ち
ゃ
ん

と
撮
れ
て
い
る
か
は
現
像
し
て
み
る
ま
で

分
か
ら
な
い
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
の

に
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
写
真
を
撮
り

始
め
た
理
由
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
変

わ
っ
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
感
じ
、
そ

れ
ら
を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

　

三
江
線
を
特
集
す
る
に
あ
た
り
、
口
羽

地
区
の
三
上
茂
さ
ん
に
写
真
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
建
設
当
時
か
ら
近
年

の
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
の
様
子
ま
で
、
数

十
枚
に
及
ぶ
写
真
に
は
三
江
線
の
歴
史
が

色
あ
せ
ず
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
60
年

近
く
三
江
線
を
撮
り
続
け
る
三
上
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

三上茂さん

式敷―口羽間開業日に駅で記念列車を
歓迎する人々　撮影：三上茂

三江線建設工事の様子　撮影：三上茂

　

三
江
線
は
、
ま
も
な
く
88
年
の
幕
を
閉

じ
る
。

　

高
校
時
代
か
ら
村
外
に
出
た
私
に
と
っ

て
、
三
江
線
は
故
郷
に
帰
っ
て
く
る
貴
重

な
足
で
あ
り
、
悲
喜
交
々
の
思
い
出
を
満

載
し
た
鉄
道
で
も
あ
っ
た
。振
り
返
っ
て
、

三
江
線
の
歴
史
を
辿
る
と
、
私
の
歩
ん
だ

節
目
の
年
と
重
ね
合
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

昭
和
30
年
、
三
江
南
線
が
式
敷
ま
で
開

通
。
三
次
が
近
く
な
っ
た
の
で
、
私
は
翌

年
か
ら
三
次
高
校
へ
進
学
し
た
。毎
週
末
、

三
次
―
式
敷
間
を
列
車
に
乗
り
、
口
羽
ま

で
バ
ス
に
乗
る
の
だ
が
、
三
江
線
の
レ
ー

ル
バ
ス
と
い
う
乗
り
物
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。
ま
た
、高
校
３
年
の
夏
、当
時
は
「
ダ

ム
か
鉄
道
か
」
で
村
は
揺
れ
動
く
中
、
口

羽
で
あ
っ
た
「
ダ
ム
反
対
県
民
集
会
」
に

出
会
い
、
後
の
「
江
の
川
応
援
団
」
活
動

の
原
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
38
年
、
三
江
南
線
が
口
羽
ま
で
開

通
し
た
。
当
時
、
私
は
大
学
４
年
生
で
就

職
活
動
に
奔
走
し
て
い
た
が
、
故
郷
を
走

る
列
車
を
一
目
見
よ
う
と
、
開
通
直
後
に

帰
省
し
た
。
こ
れ
ま
で
三
次
―
口
羽
間
は

乗
換
え
で
１
時
間
以
上
も
要
し
た
が
、
開

通
後
は
最
速
45
分
と
速
く
な
り
、
鉄
道
の

快
適
さ
を
改
め
て
感
じ
た
記
憶
が
あ
る
。

昭
和
50
年
、
浜
原
―
口
羽
間
が
完
成
、
三

江
線
は
全
通
。
同
じ
年
、
新
幹
線
が
博
多

ま
で
開
通
し
た
。

　

こ
の
年
私
は
、
京
都
の
会
社
か
ら
広
島

の
テ
レ
ビ
新
局
に
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
。
開
局

準
備
や
広
島
カ
ー
プ
の
初
優
勝
で
多
忙
を

極
め
た
が
、
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
57
年
に
車
の
免
許
を
取
っ
た
が
、
そ

れ
ま
で
故
郷
と
の
往
来
は
三
江
線
で
あ

り
、
そ
の
恩
恵
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
あ
り
が
と
う
三
江
線
。

〜
三
江
線
と
と
も
に
歩
ん
だ
私
〜

団
長　

日
高
弘
之（
口
羽
地
区
）

江
の
川
鉄
道
応
援
団
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三江線代替バス
４月１日運行開始

　

平
成
28
年
９
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
廃
止
が
表
明

さ
れ
て
以
降
、
沿
線
市
町
や
関
係

機
関
等
に
よ
り
協
議
が
繰
り
返
さ

れ
、
三
江
線
に
替
わ
る
バ
ス
の
運

行
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
邑
南
町
内
を

走
る
三
江
線
代
替
バ
ス
を
紹
介
し

ま
す
。

①
備
北
交
通　

作
木
線

【
区
間
】

・
三
次
工
業
団
地
〜
伊
賀
和
志
上

・
三
次
中
央
病
院

　
　
　
　
　

〜
道
の
駅
Ｇ
Ｒ
大
和

【
運
行
回
数
】

　

平　

日･･･
往
復
５
便

　

土
日
祝･･･

往
復
３
便

【
料
金
】
距
離
に
よ
る

　

羽
須
美
支
所
〜
三
次
駅

　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
０
円

【
そ
の
他
】

　

Ｉ
Ｃ
乗
車
券（
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
）が

利
用
可
能
。
羽
須
美
支
所
に
バ
ス

の
運
行
状
況
の
わ
か
る
表
示
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
予
定
。

【問い合わせ先】
　定住促進課交通対策室
　☎９５－１１１７
　IP050-5207-3019

　

三
江
線
代
替
バ
ス
は
、
運
行
２

年
目
に
利
用
状
況
を
み
て
、
見
直

し
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

　

三
次
方
面
へ
の
お
出
か
け
は
、

ぜ
ひ
三
江
線
代
替
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

③
引
城
区
域
運
行

④
江
平
上
ヶ
畑
区
域
運
行

（
要
前
日
予
約
）
９
時
〜
11
時

【
予
約
先
】

西
日
本
ト
ー
タ
ル（
株
）羽
須
美
事
務
所

　

☎
８
７
‐
０
２
０
１

西
日
本
ト
ー
タ
ル（
株
）

　

☎
９
５
‐
０
５
５
４

【
対
象
区
域
及
び
運
行
先
】

●
引
城
区
域
運
行

　
　

引
城
か
ら
羽
須
美
支
所
ま
で

●
江
平
上
ヶ
畑
区
域
運
行

②
宇
都
井
口
羽
線

【
区
間
】

　

後
山
口
〜
羽
須
美
支
所

　

※
備
北
交
通
作
木
線
に
接
続

【
運
行
回
数
】

　

平
日･･･

往
路
３
便

　
　
　
　
　

復
路
４
便

　

土
日
祝･･･

往
復
２
便

【
料
金
】

　

乗
車
１
回
に
つ
き
２
０
０
円

備北交通
作木線で
は IC乗車券が使用可能

引城区域・
江平上ヶ畑
区域車両
　　↓

　↑
宇都井口羽線
車両

飯
南
町
営
バ
ス

谷
・
赤
名
・
頓
原
線

川
本
美
郷
線

備
北
交
通　

赤
名
線

川
の
駅
三
次
線

②
宇
都
井
口
羽
線

①
備
北
交
通　

作
木
線

③
引
城
区
域
運
行

④
江
平
上
ヶ
畑
区
域
運
行

後谷口

神谷口羽須美
中学校

今西 宇都井駅

後山口 上野

伊賀和志

口羽
大橋 大津

両国橋

丹渡

三国橋

市立三次
中央病院

赤名

羽須美
支　所

川の駅
（港別）

三次

ＧＲ
大和

代替バス路線図
（邑南町）

三次
工業団地

　
　

坂
谷
、
下
瀬
、
江
平
、
上
ヶ

　
　

畑
か
ら
３
７
５
号
備
北
交
通

　
　

バ
ス
停
ま
で

【
料
金
】

　

乗
車
１
回
に
つ
き
２
０
０
円
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宝 くじの助成で神楽衣装を購入
井原神楽保存会（井原地区）

　井原神楽保存会は、平成 26年に郷土芸能である神楽
の伝承・保存・発展に寄与し、地域振興を図ることを目
的に結成された団体です。このほど財団法人自治総合セ
ンターが宝くじの収益金により社会貢献活動の一環とし
て行なう「一般コミュニティ助成事業」の採択を受けて、
神楽衣装を購入しました。
　井原神楽保存会の衣装は、その更新や修理を急ぐ状況
の中、地元住民の寄与により進めてきましたが、その一
部となる八岐大蛇の蛇頭と神楽衣装の一部をこの助成事
業で購入することにより整備の進捗が図られ今後の活動
への期待も大きくなり喜ばれています。購入した衣装は
３月に行われる井原彼岸市から使用する予定です。

公 民館と地域社会を考える
第４回邑南ラボフォーラム

　２月 17 日、田所公民館大ホールで「第４回 邑南ラボ
フォーラム　公民館と地域社会を考える集い」が開催され
ました。このフォーラムは、平成 29年度に島根大学と邑
南町が共同で取り組んでいる、公民館と地域社会をテーマ
にした共同研究の報告会です。
　島根大学 教育学部 作野広和教授による基調講演では、
公民館の成り立ちや変遷、法的背景などを確認しながら、
現代の公民館がどのような立場で地域と関わっているのか
を話されました。また、地域で活動する現場からの報告と
して、布施公民館、日貫公民館からの活動報告が行われま
した。
　最後は、小さな拠点ネットワーク研究所 白石代表をコ
メンテーターに、作野教授、布施公民館長・主事、日貫公
民館長・主事による意見交換が行われました。
　町内の公民館活動に関わる方々や、島根大学の学生、島
根県の職員など、多数の参加者が一堂に会し、公民館と地
域社会を考える貴重な機会となりました。 活動報告の様子

寺本作人さん

交
通
栄
誉
章

緑
十
字
金
賞

（
交
通
功
労
者
）

　
　
　

寺
本　

作
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
中
野
地
区
）

　

寺
本
さ
ん
は
、
交
通
安
全
指
導

員
や
交
通
安
全
協
会
中
野
分
会
長

な
ど
を
約
50
年
間
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
住
民
へ
の
交
通
安
全
指

導
や
児
童
・
生
徒
へ
の
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
の
指
導
な
ど
長
き

に
わ
た
り
、
地
域
の
交
通
安
全
に

献
身
的
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

警
察
庁
長
官
・
㈶
全
日
本

交
通
安
全
協
会
長
連
盟
表
彰

購入した神楽衣装
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墓
地
の
新
設
・
改
葬
・

廃
止
に
は
町
の
許
可
が

必
要
で
す

　

墓
地
を
新
設
す
る
に
は
、
法
律

に
基
づ
く
経
営
の
許
可
が
必
要
で

す
。
墓
地
の
管
理
や
埋
葬
が
、
宗

教
的
感
情
に
適
合
し
、
公
衆
衛
生

そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
見
地
か

ら
、
将
来
に
わ
た
り
支
障
な
く
行

わ
れ
る
た
め
で
す
。

　

自
己
所
有
の
土
地
に
、
自
家
用

の
墓
地
を
新
設
す
る
場
合
で
も
、

許
可
が
必
要
で
す
。(

農
地
の
場

合
は
農
業
委
員
会
の
転
用
許
可
が

必
要
で
す
。)

　

ま
た
、
現
在
納
骨
し
て
い
る
お

墓
か
ら
他
の
お
墓
に
遺
骨
を
移
す

場
合
や
改
葬
後
に
墓
じ
ま
い
す
る

場
合
も
許
可
が
必
要
で
す
。

　

予
定
の
あ
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
役
場
町
民
課
又
は
各
支
所
窓
口

業
務
部
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
墓
地
の
経
営
と
は
、
墓
地
の
設

置
・
管
理
・
運
営
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。）

【
必
要
許
可
証
】

○
墓
地
新
設
の
場
合

　

墓
地
経
営
許
可
証

○
遺
骨
を
移
動
さ
れ
る
場
合

　

改
葬
許
可
証

○
墓
じ
ま
い
す
る
場
合

　

墓
地
廃
止
許
可
証

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞
穂
支
所

　

☎
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所

　

☎
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

ひ
と
り
親
家
庭
法
律
相

談
及
び
巡
回
就
業
相
談

◆
ひ
と
り
親
家
庭
法
律
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
要
予
約
）

【
会
場
】

　

い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
野
原
町
）

【
開
催
日
時
】

　

奇
数
月
第
４
水
曜
日

　

島
根
県
看
護
協
会
で
は
、
島
根

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
来
所
が
困

難
な
圏
域
の
看
護
職
・
求
人
施
設

の
相
談
者
に
対
し
て
、月
に
一
度
、

そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
会
場
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

　
（
大
田
市
大
田
ロ
１
１
８
２
‐
１
）

【
相
談
日
時
】

　

毎
月（
第
４
水
曜
日
）

　

13
時
〜
16
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
２
７
‐
８
５
１
０

平
成
30
年
度
就
業
相
談
会

乳
幼
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
貸
出

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
乳
幼
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
貸
出
内
容
】

・
対
象
児
童

　

体
重
18

 

kg
以
下
の
乳
幼
児
用

　
（
参
考：新
生
児
〜
４
才
頃
ま
で
）

・
貸
出
期
間

　

貸
出
日
よ
り
３
か
月
以
内

・
備
え
付
け
の
取
扱
説
明
書
を
よ

　

く
読
み
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

・
返
却
の
際
は
、
シ
ー
ト
カ
バ
ー

　

を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
て
返

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

　

却
し
て
く
だ
さ
い
。

【
貸
出
対
象
者
】

・
邑
南
町
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼

　

児
の
保
護
者

・
邑
南
町
に
里
帰
り
を
す
る
乳
幼

　

児
の
保
護
者
及
び
そ
の
里
帰
り

　

先
の
同
一
世
帯
の
人

【
申
込
場
所
】

　

役
場
福
祉
課
、
各
支
所
福
祉
係

【
申
込
に
必
要
な
も
の
】

　

印
鑑

※
役
場
総
務
課
で
も
、
邑
南
町
交

通
安
全
対
策
協
議
会
の
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

２月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
２月 　3　 　0　 　12　
前年比 +3　 　0　 +12　

邑南町
２月 　3　 　0　 　12　
前年比 +3　 　0　 +12　

石見地域 ２月 　0　 　0　 　0　
瑞穂地域 ２月 　3　 　0　 　12　
羽須美地域 ２月 　0　 　0　 　0　

全
国
健
康
保
険
協
会

島
根
支
部

保
険
料
率
変
更

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け

ん
ぽ
）島
根
支
部
の
平
成
30
年
度

の
健
康
保
険
料
率
お
よ
び
介
護
保

険
料
率
は
、
３
月
分（
４
月
納
付

分
）よ
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
は
、
４
月
分

（
４
月
納
付
分
）か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
健
康
保
険
料
率　

10
．13
％

　
（
平
成
29
年
度
10
．10
％
）

●
介
護
保
険
料
率　

１
．57
％

　
（
平
成
29
年
度
１
．65
％
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

　

☎
０
８
５
２
‐
５
９
‐
５
１
４
０

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
（
一
人
30
分
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

一
般
財
団
法
人

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
８
５
２
‐
３
２
‐
５
９
２
０

◆
巡
回
就
業
相
談
（
要
予
約
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８
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４月の納税
◎固定資産税（第１期分、全期前納分）
◎国民健康保険税（第１期分 暫定）

５月の納税
　軽自動車税（全期）
　国民健康保険税（第２期分）

納期限 ５月１日（火）

広告募集中！
縦 4.5 センチメートル
横 6.0 センチメートル
１枠　３, ０００円

（ 町外　５, ０００円 ）
【問い合わせ】
　邑南町役場総務課
 　1９５- １１１１
　IP電話 050-5207-3000

狂
犬
病
予
防
注
射

　

平
成
30
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
新
規
登
録
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ま
だ
登
録
を
し
て
い

な
い
犬
は
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】

・
新
規
登
録　

６
，０
０
０
円

・
登
録
済
み　

３
，０
０
０
円

　
（
料
金
内
訳
）

　

新
規
登
録
料　

３
，０
０
０
円

　

注
射
料
金　
　

２
，４
５
０
円

　

注
射
済
み
票　
　

  

５
５
０
円

【
日
程
】

◎
羽
須
美
地
域

　

５
月
８
日（
火
）、
９
日（
水
）

◎
瑞
穂
地
域

　

５
月
９
日（
水
）、
10
日（
木
）、

　

15
日（
火
）

◎
石
見
地
域

　

５
月
16
日（
水
）、
17
日（
木
）

※
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
法
律
に

よ
り
、
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
室
内
犬
も
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で

す
の
で
、
必
ず
犬
の
登
録
・
予
防

接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
済
み
の
場
合
は
個

人
向
け
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
予
防
注
射
時
の
お
願
い
】

　

登
録
済
み
の
場
合
は
、
役
場
か

ら
送
付
す
る
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
会
場
が
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
】

　

次
の
よ
う
な
時
は
、
必
ず
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
が
死
亡
し
た
と
き

②
犬
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

③
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

・
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

　

31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　

す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】

　

大
学
卒
業
程
度

【
受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
、
問
い
合
わ
せ
先
】

広
島
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　

内
線
３
６
３
５
・
３
７
４
３

又
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

【
採
用
案
内
情
報
等
】

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

県
内
の
福
祉
事
業
所
の
人
材
確

保
と
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
す

る
人
へ
の
支
援
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

福
祉
・
保
育
の

　

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

【
日
時
・
会
場
】

　

４
月
29
日（
日
）

　

10
時
30
分
〜
16
時

　

県
立
石
見
武
道
館
（
浜
田
市
）

【
内
容
】

・
事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職
面
談

コ
ー
ナ
ー

・
就
職
支
援
機
関
等
に
よ
る
個
別

相
談
コ
ー
ナ
ー

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
ブ
ッ
ク
の
配
布

・
福
祉
の
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
入
退

場
・
服
装
自
由
、
年
齢
制
限
な
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉

協
議
会
石
見
支
所
（
島
根
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
石
見
分
室
）

　

☎
０
８
５
５
‐
２
４
‐
９
３
４
０

　

不
動
産
及
び
会
社
・
法
人
等
の

登
記
に
関
す
る
相
談
を
予
約
制
で

行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
法
務
局

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　

毎
週　

月
・
水
・
金
曜
日

　

１
回
の
相
談
時
間
は
30
分
以
内

で
す
。

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
で
開
設
し

て
い
た
登
記
相
談
所
は
平
成
30
年

３
月
20
日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
９
５
９

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

法
務
局　

登
記
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞
穂
支
所

　

☎
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所

　

☎
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０
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にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集
　ＮＨＫ - ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 ここ
ろ旅（２０１８春の旅）」。
　３月 26日、南国沖縄県をスタート。鹿児島、熊本、長崎と
九州を北上し、山口、島根、鳥取と日本海側を巡り美濃国、岐
阜を目指します。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを決定するた
め、町内の「忘れられない場所、風景」にまつわる手紙を募集し
ています。

【島根県の放送予定】　６月４日（月）～８日（金）
【応募期限】　４月 23日（月）必着
【応募内容】　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場
　　　　　　所、風景にまつわるエピソード
【応募方法】
　番組ホームページ　www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　ＦＡＸ　０３－３４６５－１３２７
　郵送　〒１５０－８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係
【問い合わせ先】
ＮＨＫふれあいセンター　☎０５７０－０６６－０６６
　　　　　　　　　　　　または
　　　　　　　　　　　　☎０５０－３７８６－５０００

　

島
根
県
で
は
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
場
所
】

　

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

　

浜
田
相
談
室（
浜
田
合
同
庁
舎
１
階
）

【
相
談
日
】

　

毎
月
水
曜
日（
祝
休
日
及
び
年
末
年
始

を
除
く
）

　

９
時
〜
12
時　

13
時
〜
16
時

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
毎
月
、
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

【
巡
回
相
談
会
場
】

　

大
田
市
役
所

【
相
談
日
】

　

毎
月
第
１
火
曜
日

　

９
時
〜
15
時

※
祝
休
日
ま
た
は
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は

変
更
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

浜
田
相
談
室

　

☎
０
８
５
５
‐
２
９
‐
５
５
６
３

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
無
料
相
談

　

渡
り
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン
に
は
、毎
年
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
国
内
で
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
養
鶏
場
に
限
ら
ず
、
庭
先
で

飼
っ
て
い
る
鶏
な
ど
で
こ
の
病
気
が
発
生

し
て
も
、
法
に
基
づ
く
防
疫
措
置
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
と
お
り
少
羽
数
家
き
ん（
１
０
０

羽
未
満
）を
飼
育
し
て
い
る
場
合
に
つ
い

て
再
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

の
場
合
は
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
家
き
ん
飼
養
者
】

　

鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
だ
ち
ょ
う
を
飼
養
し

て
い
る
人

【
報
告
の
内
容
】

　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
家
き
ん
の
種

類
、
羽
数

【
報
告
・
問
い
合
わ
せ
先
】

川
本
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
７
２
‐
９
８
０
５

邑
南
町
役
場
農
林
振
興
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
６

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
１

※
な
お
、
す
で
に
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
郵
送
で
届
い
て
い
る

場
合
は
、
報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
内
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す

家
畜
保
健
衛
生
所

写真提供：ＮＨＫ
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防災情報
総務課危機管理室
1９５-１１１１ IP 050-5207-3000

　１月 10日からの大雪により、町内各地で倒木が発生し、この
ため道路の通行止めや電線が切断され町内各地で長時間の停電が
発生しました。また、雪の重みによりパイプハウスが倒壊したり、
低温により水道管が凍結し、多数の世帯で漏水が発生しました。
　町としては、１月11日16時から雪害対策本部を設置し、除雪・
倒木処理・自主避難所の開設など対応に当たるとともに、職員を
動員し漏水調査などの対応を行いました。
　このような大雪は、毎年降る可能性があります。災害に備えた
必要な準備をできる時にしておきましょう。

降雪が予想される時に事前に用意（準備）しておくべき事

水道管凍結防止対策

　２月９日に淀原のアメダスで－ 14.7℃を記
録しました。低温注意報が発表された時などは、
古い毛布などを使用し、凍結防止対策を行って
ください。

パイプハウス倒壊防止対策

　今回の大雪により農業用パイプハウスなど
は、町全体で 81棟（２月末）が倒壊しました。
　大雪注意報又は警報が発表された時は、パイ
プハウスの中に支柱を立てるなど、倒壊防止対
策を行ってください。

停電時の暖房対策 非常食の備蓄

　倒木により電線が切断された影響で、４日間
に渡り停電した集落があります。停電時でも使
用できる暖房器具（石油ストーブ、カセットガ
スストーブ）などを燃料とともに準備しておき
ましょう。

　大雪により長時間通行止めが続いた場合、流
通が止まりスーパーやコンビニに品物が長時間
入荷できない状況になります。大雪が予想され
る時は事前に食料品や水、または生活に必要な
品物を備蓄しておく習慣をつくりましょう。

気象情報の取得

　気象庁のサイト内で、現在発表されている警
報や注意報、高解像度降水ナウキャストでは数
時間後までの雨雲などの動きが確認できます。
雪（雨）がどのような降り方をするのか自分で確
認してみましょう。

交通規制情報の取得

　今回の大雪により、浜田自動車道をはじめ、
国道や県道、町道など多くの路線で通行止めが
発生しました。防災行政無線によりお知らせし
ていますが、運転中など戸別受信機が無い環境
では聴く事ができません。大雪の時などに運転
をする場合は、どこが通行止めになっているか
自分で確認してみましょう。【気象庁ホームページ】

　http://www.jma.go.jp/jma/menu/flash.html
【島根県道路規制情報ホームページ】
　http://info.bousai-shimane.jp/RoadInformation/
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保
健
課　

1
８
３
‐
１
１
２
３　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　
　

福
祉
課　

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

　
　

羽
須
美
支
所　

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

どんな病気がわかるの？ 糖尿病・動脈硬化・脂質異常症など、生活習慣
病の予兆を見つけます。

忙しいから健診に
行けないかも？

　国民健康保険加入者（40～ 74 歳）は、次の方
法で健診を受けることができます。
◆ 1日でがん検診も受けるなら・・・
　　人間ドックがお勧め！
　※対象者（40～ 69歳）には、3月にご案内します。
◆日中の受診が難しいなら・・・
　　夕方のスピード健診！
　※4月にご案内します。
◆平日が難しいなら・・・
　　町内の医療機関で受けられる個別健診！
　　（土曜日も実施）
　※９月にご案内します。

病院にかかっているのに、
健診は必要？

　病院では、かかっている病気に関連した検査をされます。
　血糖値が高くて治療を受けていても、コレステロールは
検査していないこともあります。
　年 1回は自分自身の総点検として健診を受けましょう。

お勧めポイントは？

　集団健診（公民館で実施）を受ける人は、基本的な検査項
目に加えて、島根大学健診も併せて受けられます。
　いろいろな検査で全身のチェックができます。
※国民健康保険加入者のみ。
　それ以外の人は、各保険者へお問い合わせください。

自分でつくる
健康習慣

特定健診で

身体の変化を見逃さないために、
健診は間隔を空けずに毎年受けましょう。

健康チェック！
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平成 30年４月から
県 と 町 が 一緒に国保を運営します！

　平成 29年度までは、国民健康保険制度（国保）
は市町村が保険者となり運営してきましたが、平
成 30年４月から都道府県も運営に加わることと
なりました。
　都道府県が、財政運営での責任主体となり国保

■変更内容 平成 29年度まで 平成 30年度から
国保制度の運営 市町村 都道府県（運営主体）・市町村

保険税（料）の決まり方

　市町村が、市町村でその年
にかかる医療費を推計し、そ
れをもとに保険税（料）を算出
し、国保加入者から保険税
（料）を集めます。

　都道府県が、都道府県内でその年にかかる医療費
を推計し、市町村ごとに必要な国保事業費納付金を
提示し、市町村はこの納付金を納める等のため国保
加入者から保険税（料）を集めます。

転居時の資格管理
（国保への加入・脱退等）

　他の市町村に転居する度
に、国保を脱退し、転居先で
改めて加入します。（国保の
資格が継続しない）

　同一都道府県内で転居した場合、国保への加入が
継続します。（国保の資格が継続する）
＊異なる都道府県へ転居した場合は該当しません。
＊転居先の市町村が被保険者証を改めて交付します。

転居時の高額療養費の
多数回該当（※）に関する
該当回数の引き継ぎ

　他の市町村へ転居した場合
は、該当回数の引き継ぎはで
きません。

　同一都道府県内で転居したとき、条件を満たすと、
該当回数の引き継ぎができます。これにより、該当
者の負担が軽減されることになります。
＊異なる都道府県へ転居した場合は該当しません。

【問い合わせ先】
　町民課国保係　　　　　☎ 95-1114　IP050-5207-3006
　瑞穂支所窓口業務部　　☎ 83-1121　IP050-5207-5000
　羽須美支所窓口業務部　☎ 87-0223　IP050-5207-6500

運営の中心的な役割を担います。市町村は、引き
続き国保加入者の各種申請や届出、保険税の徴収
などを行います。
　なお、現在発行している被保険者証等は、平成
30年４月からも、次回更新時まで使用できます。

元
気
館
運
動
施
設
の
業
務
委
託

　

平
成
30
年
度
か
ら
元
気
館
の
運
動
施
設
を
徳
祐
会
に
業
務
委
託

し
ま
す
。

　

ま
た
、次
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
運
動
に
関
す
る
専
門
職

を
配
置

　

こ
れ
ま
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間

や
曜
日
に
健
康
運
動
指
導
士
や
ト

レ
ー
ナ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
１
日
か
ら
開
館
中
は
健

康
運
動
指
導
士
ま
た
は
健
康
運
動

実
践
指
導
士
が
常
駐
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で
も

利
用
者
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
、
常
に
状
態
を
見
な
が
ら
声

か
け
を
行
い
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
個
別
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー

を
処
方
し
ま
す
。

◆
送
迎
体
制
の
充
実

　

現
在
、
毎
週
火
曜
日
に
石
見
方

面
へ
送
迎
便
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
石
見
便
と
は
別
に
各

地
域
で
ま
と
ま
っ
た
人
数
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
送
迎
便
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◆
各
種
教
室
の
開
催

　

現
在
開
催
し
て
い
る
教
室
と
は

別
に
、
利
用
者
の
要
望
を
伺
い
な

が
ら
、
新
た
に
幅
広
い
年
齢
層
を

対
象
と
し
た
医
療
専
門
職
に
よ
る

各
種
教
室
の
開
催
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
課

　

☎
８
３
‐
１
１
２
３

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

※多数回該当とは、過去12か月間で高
額療養費の対象となった月数が４回以上
となった場合、４回目から自己負担限度
額が引き下げられる制度です。
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マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し

て
、
レ
ジ
袋
を
削
減
し

よ
う

　

地
球
温
暖
化
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
平
均
気
温
の
上

昇
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
る

異
常
気
象
は
地
球
温
暖
化
が
一
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

邑
南
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
で
は
、
温
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
化
・

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
の
節
約
を

目
的
と
し
て
レ
ジ
袋
の
削
減
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
削
減
は
、
消
費
者
一

人
ひ
と
り
が
心
が
け
れ
ば
取
り
組

め
る
身
近
な
エ
コ
活
動
で
す
。

　

少
し
で
も
ご
み
の
量
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
買
い
物
に
行
く
と
き
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
な
ど
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会
（
役
場
町
民
課
内
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

「払い戻し、還付金の話にご注意！」
作　柏屋コッコ

在宅ワークを希望する消費者に、
ホームページ作成料等の名目で多額の金銭を
支払わせる在宅ワーク事業者に関する注意喚起

ウェブサイトで消費者を勧誘します。
検索ワード「在宅ワーク」「副業」等

「研修」と称し、在宅ワークのキャッチコピーを作成させます。
その際、あたかも反響があるように見せかけ、稼げる気にさせます。

契約時、ホームページ作成費用として
高額な初期費用（約 50万円）を請求し
ます。

ホームページの改良の名目で、高額な
追加費用（約 500万円）を請求します。

報酬は支払われず、お金を稼ぐことはできません。

　在宅ワークとは、パソコンなどの情報通信機器を使って、請
負契約に基づきサービスの提供などを行う在宅での仕事をいい
ます。家内労働法の適用を受ける家内労働者とは異なります。

少しでも「おかしいな」と思ったら、
消費者ホットライン（188）や
警察（＃ 9110）にお電話を！

【問い合わせ先】
邑南町消費者問題協議会　☎９５‐１１１４
（役場町民課内）　　　　　IP050-5207-3006

手軽に在宅・副業！

特別なスキルは一切不要 !!
報酬は、即日入金可能 !!

だまされないゾウくんの
めざせ！かしこい消費者

の巻

誰でも収入 up！

在宅ワークの提供を
うたう事業者
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紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
毎
日
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所

　 

求
人
情
報

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

（株）ワイテック石見工場
（中野）

製造ラインの
作業

自動プレス機を用いた自動車部品
製造、品質チェック等 不問

検査員 専用器具を使用して部品の検査業
務 不問

（有）寺本建設（原村）

廃油回収車の
運転・作業

廃油を契約先から回収し、軽油代
替燃料にリサイクル 不問 普通自動車運転免許

（AT限定不可）

土木作業員 土木・建設工事の現場で、土砂の
掘削、土砂運搬等の作業 不問 普通自動車運転免許

（AT限定不可）

（株）大田鋳造所（上亀谷）
製図工 車の金型部品や船の部品の図面作

成 不問

技能工 工作機械で大型タンカーのスク
リュー部品等の加工 不問 経験者優遇

（NC五面加工機）

三島食品（株）北広島町農園事業
「紫の里」（北広島町有田）

農作業・加工
事業

苗の定植・草取り・一次加工、草刈・
運搬作業、選別・加工作業 不問 普通自動車運転免許

４月16日～９月10日の間

（株）ソラスト広島支店（中野） 邑智病院の医
療事務

患者受付・対応、電話対応、料金
計算等 不問

有限会社ディブロ（矢上） 配達員 豚肉の仕入れ業務、肉のパック作
業 不問 普通自動車運転免許

（AT限定不可）

有限会社邑智ピッグファーム
（日貫）

飼育管理者 養豚場において豚の飼育管理、出
荷・洗浄等の業務

40歳
以下 普通自動車運転免許

一般事務 パソコン入力、伝票整理、来客・
電話対応、清掃・洗濯等

45歳
以下 普通自動車運転免許

ローソンポプラ瑞穂店（下田所）コンビニエンスストア店員
接客業務、商品の品出し・陳列・発
注業務、清掃業務、簡単な調理等 不問

瑞穂工業 株式会社（下田所） 生産技能職
溶接ロボットでの自動車部品製
造、プレス機でのプレス作業、建
築小物部品製造

不問

　

昨
年
12
月
18
日
に
開
所
し
た
邑

南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
）で
す
が
、
２

月
19
日
に
相
談
件
数
が
100
件
に
到

達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
続
々
と

相
談
者
さ
ん
が
増
加
中
で
す
。
開

所
か
ら
１
か
月
間
の
相
談
件
数
は

42
件
で
し
た
が
、
２
か
月
目
に
あ

た
る
１
月
18
日
〜
２
月
17
日
の
１

か
月
間
で
は
55
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
別
の
割
合
で
は
、

石
見
地
区
46
％
、瑞
穂
地
区
41
％
、

羽
須
美
地
区
13
％
と
な
り
ま
し

た
。
各
地
区
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も

考
慮
し
て
田
所
公
民
館
に
開
設
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
セ

ン
タ
ー
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
３
月
24
日（
土
）に
、

小
出
宗
昭
氏
が
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ

に
お
越
し
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

普
段
は
三
浦
セ
ン
タ
ー
長
が
行
っ

て
い
る
相
談
業
務
を
、
小
出
氏
が

行
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
一
日
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
小
出
氏
は
、
中
小

企
業
支
援
の
世
界
の
第
一
人
者
で

あ
り
、
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
の
も
と

と
な
っ
た
ｆ
‐
Ｂ
ｉ
ｚ
と
い
う
相

談
所
を
立
ち
上
げ
た
凄
い
人
で

す
。
ｆ
‐
Ｂ
ｉ
ｚ
は
国
の
モ
デ
ル

に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
贅

沢
な
相
談
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
相
談
枠
に
限
り
は
あ
り
ま
す

が
、
小
出
氏
へ
の
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
へ
の

相
談
予
約
は
こ
ち
ら
ま
で
!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
FAX 

８
３
‐
０
３
２
０

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
５
４
４

相
談
件
数
が
１
０
０
件
を

超
え
ま
し
た
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
７
０

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所 

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

退職したとき
　お勤めをしていた人が 60歳未満
で退職した場合、国民年金の手続き
が必要です。
　手続きは退職日の翌日から 14日
以内に役場の窓口で行います。厚生
年金保険資格喪失証明書（会社でも
らってください）と年金手帳、印鑑
を持って窓口へお越しください。
　また配偶者に扶養されていた人
が、配偶者が厚生年金、共済年金を
辞めたときは、扶養されていた配偶
者も、国民年金の手続きが必要です。

再就職日までに
１日でも空白があれば
手続きが必要
　退職してもすぐに再就職するから
手続きはいらないと思っている人も
おられますが、この場合も必ず届出
をしてください。

＊届出しなかった場合、年金額が少
なくなったり受け取れない場合もあ
りますので、必ず届出をしましょう。

国民年金保険料は口座振替がお得です！

　国民年金保険料の納付には口座振
替がご利用できます。
　口座振替には、当月分保険料を
当月末に振替納付することにより、
月々 50 円割引される「早割制度」
があります。また、割引額の多い前

こんなときには届出が必要です

◆ ◆

納制度もあります。
　口座振替を希望の場合は、納付書
または年金手帳、通帳、金融機関届
出印をお持ちいただき、本庁、各支
所窓口で手続きを行ってください。
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「天の花　なでし子物語」…伊吹有希　ポプラ社
「雲上雲下」…朝井まてか　徳間書店
「棲月」…今野　敏　新潮社
「自動的に夢がかなっていくブレイン・プログラミ
ング」…アラン・ビーズ＆バーバラ・ビーズ

　サンマーク出版
「短歌は最強アイテム」…千葉聡　岩波書店

新 刊 案 内

　インターネット、携帯電話から検索・
予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サイトへア
クセスできます。

「図書館司書のおすすめ」

『わたしたちの「撮る教室」』…小寺卓矢・石川晋・
　　　　　　石川学級 41名の生徒たち　学事出版

　義務教育最後の１年にこんな取り組みあれば世界
が違って見えるのかもしれないなと思える本です。
　北海道上士幌の中学校で、プロの写真家と生徒が
１冊の写真集を作りま
す。学校生活の中のか
けがえのない価値って
何だろう？それはどこ
にあるのだろう？生徒
が悩みながら自分自身
に問いかけていく過程
が心に響きます。

図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4600
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

邑南町立図書館３館めぐり
　持ちきれないほどの本を借りて、うれしそうにバ
スを降りる子どもたち。
　今回はどんな本と出合えるのでしょうか。
【日時】４月 29日（日）
【場所】羽須美分館、石見分館、本館
【対象】小学生
【締め切り】４月 22日（日）
【内容】マイクロバスで図書館を回り、何冊でも借
りることができます。

平成 29年度
　邑南町立図書館でよく読まれた本
◆◆　一般書　◆◆
１位「九十歳、何がめでたい」…佐藤愛子　小学館

２位「危険なビーナス」…東野圭吾　講談社
　 　「陸王」…池井戸潤　集英社
３位「蜂蜜と遠雷」…恩田陸　幻冬舎
４位「かがみの孤城」…辻村深月　ポプラ社
　 　「ナミヤ雑貨店の奇跡」…東野圭吾　角川書店
◆◆　児童書　◆◆
１位「おつきさまこんばんは」…林明子　福音館書店

２位「だるまさんの」…かがくいひろし　ブロンズ新社
３位「しろくまちゃんのほっとけーき」…

わかやまけん　こぐま社
４位「くろくんとふしぎなともだち」…

なかやみわ　童心社
　 　「バムとケロのさむいあさ」…島田ゆか　文渓堂

４月 11日（水） ストーリーテリング勉強会
４月 21日（土） おはなし会（本館）

ブルーライトアップ

お お な ん

毎年４月２日は国連が定めた

世界自閉症啓発デー
発達障害啓発週間　４月２日（月）～８日（日）

　

毎
年
４
月
２
日
は「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」と
し
て
、
ま
た
、
４
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
を「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」と
し

て
、
全
国
的
に
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
特
に
自
閉
症
や
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
と
寄
り
添
い
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
が

ブ
ル
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
名

所
旧
跡
等
を
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る

活
動
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
全
体
で
自
閉
症
等
の
発
達
障
が
い

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
発
達
障
が
い
の

あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
誰
も
が
幸
せ
に

暮
ら
す
事
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

邑
南
町
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
４
月

２
日
か
ら
８
日
ま
で
役
場
本
庁
舎
を
夜
間

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小学生から高齢者まで利用がありました

長年読み継がれている本です
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12
月
に
配
布
し
た「
広
報
お

お
な
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
沢
山

の
方
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
事
業
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
読
ん
だ
人

が
町
の
こ
と
を
思
い
、
行
動
し
た
く
な
る
よ
う
な

広
報
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
の
情
報
を
探
し
に
今
ま
で
以
上
に
現
場
に

行
こ
う
と
思
う
の
で
、
広
報
の
腕
章
を
見
か
け
た

ら
、ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
!!
（
新
屋
・
阿
川
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。
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人口の動き
（平成30年２月28日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,225 人 -1 -83
　女　／ 5,747 人 -10 -130
　計　／ 10,972人 -11 -213
世帯数／ 4,953 世帯 -13 -60
　　　　　　65歳以上の割合 43.1％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。


